
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

エヴァ

コート

ステーシー

ゴシック

12

人形

94

煉獄

9
養父

勉強

歓迎会

こわいひと

辛そうな顔

君たちには養父がいた。怖くて、気難しく、とても賢い人だった。確か、どこかで研究員をしていたと、教えてもらったことがある。

彼は冷たかった「無知な人は嫌いだ」と。だから勉強をしようと思った。問題が一つ解けるたび、彼に見せに行く。すこしでも自分をみてもらいたくて……。

初めてこの孤児院に来たとき、ささやかながら歓迎会がおこなわれた。新しく院長に就任した養父と、彼と一緒に越してきた君たちのために、この談話室で小さなパーティーが開かれたのだ。多くの孤児やスタッフたちに囲まれる中、給仕や庭師に初めて会ったのも、この時だった。

これから保護者になるという人は、とても怖そうな人だった。眉間にしわが寄り、難しそうに何かを考えている。そして自分たちを見るやいなや「子供は嫌いだ」と言い放った。それでも家族だと言えば、彼はさらに眉間のしわを深くしていた。

姉たちがいなくなってすぐに、君の体も動かなくなった。ベッドの上で静かに終わりを待つ日々。そんな絶望しかない中で嬉しかったのが、ずっと養父が傍にいてくれたことだ。 「大丈夫か？何かほしいものはないか」 そう言って心配をしてくれる養父。でもその顔はとても苦しそうで、最期のその時まで彼は辛そうな顔のまま君を見守っていた。

1 0 1

2 2 4

1 0 1

たからもの

ソフィア

ミア

給仕

依存

友情

執着

忌避

3

3

1

0

0

2

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

ポジション

ポジション

ポジション

メインクラス

メインクラス

メインクラス

メインクラス

サブクラス

サブクラス

サブクラス

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

胴

作戦

助言

看破

先読み

庇う

死人の流儀

肉の盾

死に続け

肉の宴

背徳の悦び

花園封鎖

のうみそ

めだま

あご

スコップ

よぶんなめ

ほとけかずら

こぶし

うで

かた

大型拳銃

やぶれひまく

アーマースキン

つぎはぎ

あるびの

せぼね

はらわた

オート

ジャッジ

ラピッド

アクション

ダメージ

ジャッジ

ダメージ

ラピッド

アクション

ダメージ

ラピッド

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

ジャッジ

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

ダメージ

ダメージ

オート

ジャッジ

アクション

オート

-

0

0

1

0

特殊

0

0

1

0

0

-

-
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2

1

0
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1

4

2

0

0

-

1

1

-
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0～2

0～2

0～1

0～1

0～1

0～1

自身

自身

自身

0～1

自身

自身

0

0

0～1

0

0

0

自身

0～1

自身

自身

-

0～1

自身

-

バトルパート開始時、敵配置を見て味方ドール1体を奈落以外の任意の場所に移動させても良い

支援1or妨害1

オート・アクション以外のマニューバ効果を1つ打ち消す

対象が次に使うアクションのコストを-1(最低0)する

対象が受けたダメージを肩代わりする

コストとしてパーツを1つ損傷。支援2or妨害2

ダメージに付随する効果(全体攻撃・切断・爆発等)を打ち消す

損傷した基本パーツを1つ修復する

損傷した基本パーツを1つ修復する

使用済みのラピッド・ダメージ・ジャッジのマニューバいずれか1つを再使用可能にする

移動妨害1(舌なめずり)

2

1

肉弾攻撃１

白兵攻撃1+切断(判定+2)、この攻撃に防御無効

支援2

支援1or妨害1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃1

防御2

防御1

バトルパート終了時このパーツが損傷していたら、このパーツと任意の基本パーツを1つ修復してよい

支援1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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